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 この期間では茨城県沖から福島県沖の活動域の地震（Ｍ5.7），福島県沖のプレート内部の地震活動

（Ｍ6.2)，および茨城県南西部（Ｍ5.1)の地震，千葉県北西部の地震（Ｍ5.7)が主な活動である。 

 

信越地域の地震活動（第３図） 

１）日本海の活動が目立つ。石川県の加賀沖で 12月 19日にＭ5.4で深さ 9.9km，能登半島沖で１月

29日にＭ4.8で深さ 6.9km，佐渡西沖で１月８日にＭ4.8で深さ 12.7km，佐渡島深浦沖で 11月６

日にＭ4.2で深さ 14.4kmの地震が起きている。  

２）長岡周辺の空白域は静かな状態が続いている。  

３）飛騨山脈に沿った活動がある。白馬，黒部付近，三俣蓮華岳付近，上高地付近，大滝村付近で

Ｍ3.2以下の微小な地震活動がある。震源は６km以下で極浅い。黒部付近の活動は 11月２日か

ら 11月 24日までつづいている。震源の深さは 5km以下で，おおくの地震が 2km以下の深さで

ある。マグニチュードは最大が 2.1でＭ１前後の地震が大半を占める。  

４）糸魚川－静岡構造線から白根山の方に向かう活動域がある。 

更埴市付近（おみ）では 12月８日から 26日にまとまった活動があった。深さは 8kmでＭは１

前後である。最大Ｍは 2.2である。  

 

関東地域の地震活動 

１）福島県沖の地震 

 茨城県沖から福島県沖に伸びる地震帯で 11/15日 13h42mにＭ5.7（深さ 57.1km），22h23mにＭ

4.6（深さ 49.9km）の地震が発生した。太平洋プレート内の地震と思われる。メカニズムは東西圧

縮軸の逆断層である。茨城県沖では 11/5 18h44m に深さ 30.1kmでＭ4.9の地震が発生している。

この深さの地震は通常この場所で起きる地震の深さで，沈み込む太平洋プレートの上面付近にあ

たる。福島県北部沖では 12月７日 12時 50分に深さ 76.5kmでＭ6.2の地震があった。 

２）茨城県南西部の活動 

 11/2 7h13m に深さ 46.8kmでＭ4.8，11/29 9h39mに深さ 43.5kmでＭ5.1の地震が発生した。ここ

は茨城県南西部の鬼怒川沿いの地震帯で，この地震帯の南端部に近い場所である。フィリピン海

プレートの上面付近の地震である。メカニズムは北西－南東ｐ軸の逆断層である。11/3 17h35m に

深さ 67.9km でＭ4.0で地震が発生した。この地震は筑波沿いの地震帯でメカニズムは東西圧縮軸

の逆断層である。11 月に起きたＭ5.1 の場所とほぼ同じ場所で１月２日６時 47 分にＭ4.8 で深さ
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43.2kmの地震が発生した。メカニズムは北西－南東圧縮軸の逆断層である。 

３）千葉県北西部の地震活動 

 12月７日，12月７日に集中して千葉県北西部の習志野市付近で地震が発生した。12月６日，Ｍ

5.2（深さ 57.9km）でメカニズムは北東－南西圧縮軸の横ずれ型である。フィリピン海プレート内

の地震と考えられる。他にも 12月７日，Ｍ4.6で深さ 52.4kmの地震が起きている。メカニズムは

北東－南西圧縮軸の横ずれ型である。東－西の圧縮軸の逆断層となっている。12/18日に発生した

Ｍ4.0 の地震は深さが 83.3km で震央は東京湾の縁にあたる。メカニズムは東西圧縮軸の逆断層と

なっている。太平洋プレート上面付近の地震と思われる。また，千葉県北西部の千葉市の東側で

１月 14日２時 17分にＭ5.7で深さ 83.9kmの地震が発生している。メカニズムは東西圧縮軸の横

ずれ型である。太平洋プレート内の地震と思われる。 

４）千葉県南東部の活動 

 千葉県南東部の勝浦付近で１月 16日 10時 57分にＭ5.2（深さ 52.7km）の地震が発生している。

メカニズムは北東－南西圧縮軸の横ずれ型である。フィリピン海プレート内の地震と思われる。 

５）神奈川県西部の地震 

 11月１日と４日に神奈川県西部（小田原周辺）でＭ4.2とＭ4.5の地震が続けて起きた。震源は

ほぼ同じ場所で，深さは約 12km である。メカニズム解はどちらも北西－南東の圧縮軸を持つ逆

断層である。 

６）房総半島沖，三重会合点西の地震 

 房総の海底地震計 BSO1の南西で 11/20 02h07m にＭ5.1で深さ 40.2kmの地震が発生した。11/20

にはＭ4.7，11/23にはＭ4.0とまとまって起きている。11月中に震源の決められた地震は９個であ

るが，他にも多くの地震が発生している。 

７）日光足尾地域の地震活動（第４図） 

 銀山平観測点の南２kmの所で 11/9 より深さ８km位のバースト活動があった。最大地震は 11/10，

Ｍ3.0で深さ 8.5kmである。 

８）愛知県東部の地震 

 愛知県東部の地震でも 12月 14日 5時 34分にＭ4.1，深さ 33.8km地震が起きている。ほぼ同じ

場所で 97年３月 16日にＭ6.0の地震が起きている。 

９）長野県東部の深発地震 

 長野県東部で 12月 29日 08時 31分にＭ4.1，深さ 153kmの地震が発生した。メカニズムは，北

西－南東圧縮軸の横ずれ成分を含む正断層である。 

（文責 萩原弘子） 
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第１図 関東甲信越地方における震源分布図（1997年 11月～1998年 1月） 

Fig.1 Hyocenter Distribution of the Kanto-Koshinetu District (Nov., 1997-Jan., 1998). 
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第１図 つづき 

Fig.1 (continued) 
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第１図 つづき 

Fig.1 (continued) 
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第２図 主な地震のメカニズム解（下半球投影） 

Fig.2 Focal Mechanizm Solutions of the Major Earthquakes. 
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第２図 つづき 

Fig.2 (continued) 
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第２図 つづき 

Fig.2 (continued) 
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第３図 信越地方の地震活動（1997年 11月～1998年 1月） 

Fig.3 Seismicity in the Shinetu District. (Nov., 1997-Jan., 1998). 
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第４図 日光地域の地震活動  (1997年 11月～1998年１月)  a) 震源分布図 

Fig.4 Seismic Activitiy in the Nikkou Area (Nov., 1997-Jan., 1998). a) Hypocenter distribution. 
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第４図 つづき b) 時空間分布 c)日別頻度分布 

Fig.4 (continued) b) Time-space plot. c) Daily earthquakes frequency Distribution. 
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